
～ 令和　７年　２月　２８日

（対象者数） 11 （回答者数） 11

～ 令和　７年　２月　２８日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和　７年　２月　１５日

（対象数） 9 （回答数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
他の訪問支援員とも情報を共有しながら、別の観点も

取り入れながら支援の充実を図っている。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
進級・進学等環境が変わる時には本人の様子に気を付け、

環境調整に入るように留意する。

2

3

長い期間（幼児期～高校生など）に渡って関わっている児童が

多いので、本人の成長過程がわかる。
同じ訪問支援員が一貫して担当児童に関わる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所等訪問支援の利用が少ない。

・ほとんどの児童が週1回のご利用のため、複数回

ご利用されている事業所に訪問支援を依頼される

ケースが多い。

・数回の訪問で課題が解決されることが多いので、

年間のご利用回数が少ない。

令和　７年　１月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　７年　３月　１８日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和　７年　１月　１５日

○事業所名 　　　　　Atelierみるく

○保護者評価実施期間 令和　７年　１月　１５日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表(保育所等訪問支援） 公表 


